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の年齢は 15歳から 24歳までで平均年齢は 19.4歳であった。 
 
 









たく重要でない」～「5 非常に重要である」の 5件法で尋ねた。 
「過去の経験」については、学生時代に主な人間関係になるであろう家族との関係、友人
との関係、教師との関係、そして環境への適応についての 22項目を作成し、「過去の経































注 1）太線：1％有意 細線：5％有意 線なし：有意でない 
注 2）破線は負の相関を表す 
 
4 結論と今後の課題 
4-1 結論 
 本研究では、ボランティア活動参加動機と過去の経験との間に関連があることが明らか
にされた。 
 本研究から得られた知見は以下の通りである。 
① ボランティア活動参加動機と過去の経験の間には関連がある。 
② 自己成長的な動機である「サークル活動の一環」へは家族、友人、教師への信頼すべ
てと関係していた。 
③ 利他的な動機である「利他心」へは「教師信頼」が関係していた。 
④ 「福祉ボランティアの重要性を実感」という動機は「家族信頼」と「教師信頼」と関
係していた。 
⑤ 「民主的社会の理想の実現」へは「家族信頼」が正の相関を、「環境不適応」が負の
相関を示した。 
⑥ 「不充足感」へは、「友人不信」が関係しており、「教師不信」や「環境不適応」も
「友人不信」を経由して「不充足感」へ影響を与えている可能性がある。 
 以上のことから、小学校や中学校の時から学生が他者との信頼関係を築けるような取り
組みを行っていくことで学生のボランティアへの参加を促せる可能性、悩みを抱える若者
に対しては自己成長や利他的な動機以外の「居場所の提供」といったようなアプローチで
ボランティア活動への参加を促すことが有効である可能性、またそういった若者に対して
社会復帰や対人関係に慣れる場としてボランティア活動を活用できる可能性のあることが
示唆された。 
